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国
賠
同
臘
か
ら
も
多
数
参
加
し
署

名
を
訴
え
、
デ
モ
行
進
に
参
加
し

ま
し
た
。

一

瓢罐津

命鮮'瞳‘ 一

、
醐
四
丙
”
蕊「

零

｜圭関
１
，
１
年

溌
摩

罫 ’
奔
一

I

属
旨
月
衝
Ｈ
ｐ
吋
唇
施
容
婦
必
ロ
怖
律
捧
鯉
な
六
蘂
建
造
聿
聖
唇
Ｈ
崇
羊
９
．

雲
辱
灌
画
柔
杢
黒
劃
の
麥
奉
と
丙
逗
条
諦
塞
痙
Ｎ
六
Ｕ
１
今
吉
幽
市
庫
今
士
シ

シ
ョ
ン
・
一
曇
竺
の
鰊
（
跡
吋
で
田
山
雀
鰐
箭
菩
装
呈

示
圭
公
規
鱈
睦
隼
公
秦
〆
幸
争
迄
が
餡
掴
確
声
編
州
ワ
バ
〕
ｎ
ｎ
Ｙ
〈
が
鋒
簔
加

１
〕
エ
争
し
方
、

〈
又
口
以
禾
未
ｗ
壷
榮
全
市
症
信
澤
伽
李
公
靹
空
陶
種
池
７
法
い
殆
認
四
什
唾
大
雪
皐

拡
・
太
損
櫻
蹉
ろ
鮒
箏
の
準
備
で
募
修
、
憲
瀝
ロ

潅
注
順
〃
病
午
光
子
抗
窪
顧
左
儒
制
謬
電
蓄
病
娼
螺
ば
り
大
雪
フ
蚤
起

基
ｒ
帝
里
志
し
ょ
毒
ユ

！
崖
公
毫
杵
険
聿
漉
壁
寝
必
い
さ
つ
の
灌
壗
ジ
ャ
ー
＋
右
以
ハ
ト 義２
犀

、
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二
条
城
前
広
場
で
国
賠
署
名
を
勧
め
る
原
田
完
府

本
部
会
長
。

５
月
１
日
。

今
日
は
第
例
回
メ
ー
デ
ー

第
“
回
全
京
都
統
一
メ
ー
デ
ー

大
会
が
、
５
月
１
日
に
二
条
城
前

広
場
で
行
わ
れ
、
４
０
０
０
人
が

れ
、
４
０
０
０
人
が

参
加
。
主
催
者
あ
い

さ
つ
し
た
梶
川
憲
実

行
委
員
長
（
京
都
総

評
議
長
）
は
、
物
価

高
騰
を
上
回
る
賃
上

げ
や
最
賃
１
５
０
０

円
、
均
等
待
遇
実
現

へ
の
決
意
を
表
明
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
「
戦
争
を

し
に
行
く
国
づ
く
り

と
大
増
税
な
ど
に
暴

走
す
る
岸
田
政
権
を

批
判
し
、
労
働
者
、

国
民
の
願
い
に
根
差

し
た
、
ま
と
も
な
野

党
共
闘
を
国
で
も
地

方
で
も
実
現
す
る
こ

と
左
旋
汁
が
け
た
世

と
訴
え
ま
し
た
。

最
後
に
観
光
客
で

Ｔ
ｄ
ｑ
９
１
ｑ
凸
日
■

「
大
軍
拡
。
大
増
税
や
め

大
幅
賃
上
げ
を
！
」

「
団
結
で
守
ろ
う
平
和
と
暮
ら

１
Ｕ
１
Ｉ
ｏ
」

に
き
あ
う
繁
華
街
を
市
役
所
前
ま

で
ア
ピ
ー
ル
行
進
を
行
い
ま
し
た

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
か
ら
原

田
府
本
部
会
長
を
は
じ
め
多
数
の

同
盟
員
が
参
加
し
、
署
名
を
訴
え
、

ア
ピ
ー
ル
行
進
に
参
加
し
ま
し
た
。

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
０

谷
口
善
太
郎
さ
ん
一

命
日
お
墓
参
り
の
ご
案
内
一

日
時
２
０
２
３
年
６
月
８
日

午
前
、
時

集
合
八
坂
神
社
石
段
上

狛
犬
前

大
谷
祖
廟
参
拝
ｌ
東
大
谷
六

角
堂
Ｉ
谷
口
家
お
墓
１
円
山
公

園
ｌ
知
恩
院
Ｉ
解
放
戦
士
碑
Ｉ

祇
園
’
三
条
大
橋
Ｉ
先
斗
町
ピ
ー

ス
（
昼
食
・
各
自
負
担
）

解
散
１
時
訓
分
頃

・
１
８
９
９
年
四
月
晦
日
石
川

県
能
美
郡
國
造
村
和
気
に
生
ま

れ
る
。

・
１
９
２
１
年
清
水
焼
陶
工
と

し
て
京
都
へ
。

・
１
９
４
９
年
衆
議
院
議
員
選

挙
京
都
１
区
で
２
位
当
選
。

・
１
９
７
４
年
６
月
８
日
逝
去

布
歳
。

連
絡
林
森
一
携
帯

０
７
０
．
１
７
６
８
．
４
０
１
７
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口
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
る
国
賠
同
盟
京
都
府
本
部
山

田
完
会
長
。

京
丹
後
支
部
の
活
動
か
ら

①
倉
岡
愛
穂
墓
前
祭
の

と
り
く
ゑ好天
に
恵
ま
れ
、
朋

人
の
参
加
で
成
功
し
ま

し
た
。４
月
陥
日
（
日
）
午

後
１
時
別
分
か
ら
鞍
内

の
倉
岡
愛
穗
さ
ん
の
墓

前
で
、
生
誕
１
２
８
年
、

没
後
朋
年
の
今
年
、
第

妬
回
目
の
墓
前
祭
が
開

か
れ
ま
し
た
。
主
催
は

丹
後
労
働
組
合
総
連
合

や
共
産
党
丹
後
地
区
委

員
会
な
ど
吃
団
体
が
参

加
す
る
実
行
委
員
会
で

し
た
。事
前
の
天
気
予
報
は

雨
雲
模
様
で
傘
マ
ー
ク

が
で
て
い
た
の
で
、
大

変
心
配
し
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
開
催
前
後
に

は
全
く
雨
は
降
ら
ず
良

か
っ
た
で
す
。

実
行
委
員
長
は
、
岡

下
宗
男
さ
ん
が
勤
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
昨
年
末
か
ら
体
調
を
崩

さ
れ
施
設
に
入
所
さ
れ
て
お
り
、

後
任
に
丹
後
町
の
増
田
光
夫
さ
ん

に
引
き
受
け
て
頂
き
、
墓
前
祭
の

開
会
挨
拶
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

追
悼
の
こ
と
ば
は
、
国
賠
同
盟
。

原
田
完
会
長
、
丹
労
連
。
藤
原
利

昭
議
長
、
共
産
党
丹
後
地
区
・
福

代
慶
典
委
員
長
（
代
読
・
谷
口
光

常
任
委
員
）
の
各
氏
が
行
い
、
い

ず
れ
も
各
団
体
が
取
り
組
ん
で
い

る
課
題
や
い
ま
大
問
題
と
な
っ
て

い
る
「
軍
拡
か
平
和
か
」
が
問
わ

れ
て
い
る
情
勢
問
題
を
重
視
し
、

闘
う
決
意
が
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

倉
岡
正
二
さ
ん
が
遺
族
代
表
の

あ
い
さ
つ
を
さ
れ
、
〃
戦
争
は
二

度
と
し
て
は
い
け
な
い
″
と
墓
前

祭
へ
の
感
謝
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
参
加
者
全
員
に
よ
る
献

花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

②
国
会
請
願
署
名
の

と
り
く
ゑ

今
年
度
の
締
切
り
が
迫
っ
て
い

ま
す
ｃ国
会
請
願
行
動
は
、
全
国
か
ら

署
名
を
持
っ
て
国
会
に
集
ま
り
、

集
会
と
各
国
会
議
員
に
要
請
。
紹

介
議
員
承
諾
童
訴
え
る
行
動
至
兆

５
月
大
型
連
休
ま
で
の
分
を
集
約

し
ま
す
。
集
め
た
署
名
の
現
物
を

支
部
三
役
柔
で
届
け
て
く
だ
き
胴
。

最
終
的
に
は
５
．
Ｍ
の
合
祀
追

悼
祭
。
知
恩
院
で
府
役
員
に
届
け

ま
す
。同
盟
中
央
は
「
署
名
と
同
盟
員

拡
大
で
」
４
．
１
～
６
．
８
０
を

特
別
期
間
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

６
月
７
日
の
全
国
会
議
（
常
任

理
事
会
。
理
事
会
）
に
向
け
奮
闘

を
訴
え
て
い
ま
す
。
大
い
に
奮
闘

し
、
署
名
を
届
け
て
く
だ
さ
い
。

3



｢不屈」587号 (1989年5月8日第三種郵便認可）2023年 5月15H

宇
治
洛
南
支
部
の

と
り
く
み

（
第
ｕ
回
支
部
総
会
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
）

○
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要

求
同
盟
宇
治
洛
南
支
部
第
ｕ
回
総
会

議
案
（
①
②
③
議
案
）
が
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
新
支
部
長
の
ご
挨
拶

新
し
く
選
出
さ
れ
た
役
員
を
代
表

し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
戦
争

か
平
和
か
・
・
・
今
、
重
大
な
岐
路

に
あ
る
日
本
で
、
治
安
維
持
法
犠
牲

者
の
不
屈
の
た
た
か
い
に
学
び
、
平

和
で
戦
争
の
な
い
日
本
の
実
現
に
む

け
宇
治
洛
南
支
部
の
発
展
に
力
を
尽

く
す
決
意
で
す
。

皆
様
の
引
き
続
く
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
４
月
妬
日

宇
治
洛
南
支
部

支
部
長
山
崎
恭
一

○
活
動
報
告
（
骨
子
）

・
国
賠
署
名
活
動
１
４
５
筆
（
昨
年

２
２
３
筆
）

・
清
水
寺
宣
伝
、
近
鉄
大
久
保
駅
宣

伝
に
参
加
。

。
会
員
拡
大
活
動
は
、
蛇
名
の
入
会

で
し
た
が
、
別
名
の
退
会
が
あ
り
ま

し
た
。

・
伊
藤
千
代
子
の
上
映
運
動
に
貢
献
。

。
山
宣
祭
実
行
委
員
会
に
参
加
、
墓

前
祭
２
０
０
名
参
加
に
貢
献
。

・
京
都
治
安
維
持
法
犠
牲
者
名
簿
作

成
へ
の
貢
献

○
Ⅱ
期
運
動
方
針
（
骨
子
）

・
京
都
は
７
０
０
人
目
標
。
宇
治
洛

南
支
部
は
別
名
を
目
標
と
し
ま
す
。

。
国
賠
署
名
の
目
標
は
、
京
都
１
万

筆
恥
宇
治
洛
南
支
部
は
５
０
０
筆
を

目
標
と
し
ま
す
。

・
府
本
部
の
定
例
宣
伝
活
動
に
参
加

し
ま
す
。
平
和
ネ
ッ
ト
宣
伝
や
近
鉄

大
久
保
駅
宣
伝
な
ど
宇
治
洛
南
支
部

の
定
例
宣
伝
に
参
加
し
ま
す
。

・
山
宣
墓
前
祭
、
治
安
維
持
法
犠
牲

者
名
簿
作
成
に
参
加
し
ま
す
。

・
映
画
「
伊
藤
千
代
子
」
上
映
活
動

に
参
加
し
ま
す
。

○
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
、
質
問
、
提

案
な
ど

・
治
安
維
持
法
て
何
？
今
や
多
く
の

国
民
の
実
態
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

。
戦
争
の
時
代
こ
そ
、
こ
の
活
動
は

重
要
で
す
。
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

○
ｎ
期
宇
治
洛
南
支
部
の
新
役
員
体

制
は
次
の
通
り
で
す
。

支
部
長
山
崎
恭
一

副
支
部
長
木
村
充

森
下
由
実
（
新
）

磯
貝
建
夫
（
新
）

事
務
局
長
藤
原
元
幸

事
務
局
次
長
谷
口
公
洋

理
事
山
崎
恭
一
木
村
充

藤
原
元
幸
谷
口
公
洋

中
野
ま
す
み
袖
岡
勝
（
新
）

森
下
由
実
（
新
）

磯
貝
建
夫
（
新
）

語
堂
辰
文
（
新
）

図
師
正
武
（
新
）

顧
問
前
窪
義
由
紀
田
口
克
己

’
平和のための京都の

戦争展 ”抑剛ふたたび戦争をし脚
8／1 （火）～8／6 （日） 固く識咳した

長浜バイオ大学京都キャンパス 戦衾反対心より訴えます

京都市上京区河原町広小路上る京都府立大学付属病院向かい

戦争展の文化企画の一環として

8月6日 （日）午前10時から治安維持法国賠同盟の主催で

「映画わが青春つきるとも」をアンコール上映します。
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